
学校再開のその後
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５月２９日 第２号 都農南っ子 都農町立都農南小学校

5月25日に、学校がようやく再開となりました。
保護者の皆様方にはいろいろとご不自由をおかけし
てきておりましたが、学校内では日常がもどってき
ました。子どもたちの
声がひびきわたること
で、やはり活気が出て
きます。このような何
気ないことのありがた
や大切さを、今更なが
らに感じております。

とは言え、この先、
新型コロナウイルス感染症のことを忘れることなく
生活していかなければなりません。日々のニュース
は、その多くが新型コロナウイルス感染症の内容で、
なんだか気がめいってしまいそうですが、ここで気
持ちを切り替えることが大切だと思います。

学校内での様々な取組
5月２２日付の文書でお伝えしましたように、学

校再開にあたって、学校ではいろいろな対策を行っ
てきています。この前の文書ではお伝えできなかっ
た内容についてご紹介します。

○ 行事などの見直し
休校で授業時数が不足した分について、授業

時数を新たに生み出す工夫をしています。
○ 集会活動の変更

体育館で全員集まる機会をできる限りさける
ため、全校朝会などについては、指導内容を一
斉の放送や同じ時間に各クラスで同時に指導を
行うなどの手だてをとっています。

○ トイレ掃除
現在、トイレ掃除については、先生たちで行

っています。子どもたちへの感染防止のためで
す。

○ 環境面の整備
校舎内外とも普段から気を付けているものの

現在のところ「環境整備の日」（奉仕作業）も
行えないため、いろいろと手が足りない面が出
てきていますが、どうにか落ち着いた校内の雰
囲気づくりを目指しています。

日常を見直して見ましょう…
まずは、手洗い・うがいです。口すっぱくなるほ

ど、これまで以上に呼びかけています。当たり前の
ことではありますが、当たり前のこと
こそ大事にしなければならないと思う
のです。歯みがきも口の中の衛生を保
つ上で大変有効です。それから爪切り
もです。これまでも大事にしていたこ
とを更に徹底させていきたいです。

４年生の体育の授業の様子((5･29撮影)

校区で見つけたいいもの

この春（３年目にして初めて）、学校近く

の名貫公民館に俳句の句碑があるのを発見し

ました。「大石小石かれがれの水となり」と

いうもので、作者は種田山頭火（たねださん

とうか）です。種田山頭火は山口県の出身で

明治の終わり頃から昭和の初めにかけて活動

した俳人です。全国

を旅して、あちこち

で俳句を詠んでいま

す。この句碑は、今

からちょうど９０年

前の昭和５年（１９

３０）に、都農を訪

れた山頭火が、名貫

川のことを詠んだも

のだそうです。平成

１５年に句碑が建て

られています。大切

にしたい文化財ですね。
名貫公民館にある山頭火の句碑

日 曜 内 容
１ 月 代表委員会・委員会活動
２ 火 ＡＬＴ訪問
３ 水 交通安全に関する指導 チャレンジ 職員会
４ 木
５ 金 心のアンケート
６ 土
７ 日
８ 月 聴力検査（１･２年）
９ 火 ＡＬＴ訪問
１０ 水 集団下校 職員研修
１１ 木 ＡＬＴ訪問 内科検診（１･２年）
１２ 金 記名の日 移動図書館（6年）
１３ 土 プール掃除（４～６年）
１４ 日
１５ 月 聴力検査（３年）
１６ 火 ＡＬＴ訪問
１７ 水 チャレンジ

１８ 木 ＡＬＴ訪問
１９ 金 不審者対応に関する指導
２０ 土
２１ 日
２２ 月
２３ 火 ＡＬＴ訪問

２４ 水 南っ子検定

２５ 木 ＡＬＴ訪問
２６ 金
２７ 土
２８ 日
２９ 月 委員会活動（反省）

３０ 火 ＡＬＴ訪問

主な行事

１２日（金）のプール掃除と

その後のプール開きについて

は、延期または変更の可能性

がありますのでご注意くださ

い。


